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みんなでディスカッション

コーディネーター　
宮野秀樹（兵庫頚髄損傷者連絡会）

プロフィール
兵庫県生まれ。1992 年交通事故により
第 4番頸髄を損傷、首から下が全く動
かない重度障害者となる。2002年「ひ
とりの市民として地域の中で生活す

る」ことを目的としてNPO法人ライフサポートはりまを設立。
2004 年自らも生まれた社町でひとり暮らしを開始。現在、同法
人理事、兵庫頸髄損傷者連絡会事務局長および全国頸髄損傷者
連絡会事務局長補佐を務める。重度障害者の自立支援およびセ
ルフヘルプ活動を展開中。
「あきらめるより、楽しむことからはじめよう」障害は重
度であればあるほどあきらめや制約されることが多い。
それを突き破って乗り出す世界はとんでもなく広いも
のです。やってみなければわからない、自らが動か
なければ出会えない、踏み出してみるとそこに
は自分が知らなかった自身の可能性がある。
楽しむことに障害なんて関係ナシ！
みんなで旅に出よう！
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まちの環境

介助

自立生活

住まい

移動

障害者の移動方法

地域間格差

公共交通機関のバリア

選択肢を増やす方法

道路の整備

利用しやすい公共施設

観光地のバリア

誰もが快適に暮らせるまち

制度利用での制約

介助者の確保

介助者との
コミュニケーション

オストメイト対応

介助者利用にかかる費用

旅行先での介護者確保

社会的存在と役割

障害に対する理解

情報提供機関

サポートへの期待と要望

住みやすい住宅

出かけやすい住宅

物件探し

外へ出るための工夫

福祉機器・用具の活用

親離れ・子離れ

リフト付きタクシー

航空機

空港からの移動手段

リフト付きレンタカー

リハエンジニアとの連携

文化財のバリアフリー

エレベータなどの位置アクセスルートの情報

ガイドヘルパーの利用目的が限定される
移動支援サービスに

ついては旅行先の事

業所でも受けること

も可能

一般社会の認識不足

と理解の求め方。重

度障害者（電動車い

すや人工呼吸器使用

者）をまず知らない

人が多い。

バリアフリー

乗り換え案内 えきペディア

トイレマップ

こうべだれでもトイレ

サイン

バリアフリー新法

高優賃や居住安定法
など高齢者用はある
が、障害者用は住宅
確保の制度がない。

借家は改造がむずかしい

エレベータに車いす

が入らない

自己決定 &自己責任

まちの環境移動方法

道

利用し

観光地

バリアフリー新法

サポートへ

の工夫

親離れ・子離れ

自己決定 &自己責任

付き合い方？

リフター、段差解消機

ボラとヘルパーの違い

自律移動支援


